[bookmark: _Hlk153456204]★３級　第１問対策　第６回★
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（ 　）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。
 １．株式会社小町商事は増資を行うことになり、１株当たり￥120,000で株式を新たに200株発行し、出資者より当社の普通預金口座に払込金が振り込まれた。発行価額の全額を資本金とする。 
ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．定期預金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．繰越利益剰余金 

２．かねて貸方計上されていた現金過不足￥60,000の原因を調査したところ、同額の水道光熱費の支払いが二重計上されていることが判明した。
 　ア．仮払金 イ．現金過不足 ウ．雑損 エ．現金 オ．雑益 カ．水道光熱費

 ３．商品￥720,000をクレジット払いの条件で販売するとともに、信販会社へのクレジット手数料（販売代金の５％）を計上した。
 ア．クレジット売掛金 イ．買掛金 ウ．売上 エ．受取手数料 オ．仕入 カ．支払手数料 

４．高山株式会社は、株主総会で承認され未払い計上されていた株主への配当金を普通預金口座から支払った。なお、発行済み株式総数は6,400株であり、１株当たりの配当額は￥225である。
 　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．未払配当金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．繰越利益剰余金

５．オフィスとしてビルの１部屋を１か月の家賃￥288,000で賃借する契約を結び、１か月分の家賃、敷金（家賃２か月分）、および不動産業者への仲介手数料（家賃１か月分）を現金で支払った。
 ア．現金 イ．差入保証金 ウ．受取家賃 エ．受取手数料 オ．支払家賃 カ．支払手数料

６．銀行より￥480,000を借り入れ、同額の約束手形を振り出し、利息￥19,200を差し引かれた残額が普通預金口座に振り込まれた。
 　　ア．普通預金 イ．当座預金 ウ．手形貸付金 エ．手形借入金 オ．受取利息 カ．支払利息 

７．商品￥960,000を注文し、手付金として￥288,000を現金で支払った。
 　　ア．現金 イ．当座預金 ウ．前払金 エ．前受金 オ．売上 カ．仕入 

８．収入印紙￥48,000、郵便切手￥4,320を購入し、いずれも費用として処理していたが、決算日に収入印紙￥12,000、 郵便切手￥1,440が未使用であることが判明したため、これらを貯蔵品勘定に振り替えることとした。
 　　ア．貯蔵品 イ．通信費 ウ．旅費交通費 エ．租税公課 オ．保険料 カ．支払手数料

９．得意先から先月締めの掛代金￥1,968,000の回収として、振込手数料￥1,200（当社負担）を差し引かれた残額が当社の普通預金口座に振り込まれた。
 　　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．売掛金 エ．買掛金 オ．受取手数料 カ．支払手数料 
10．得意先石川商事株式会社に、商品￥840,000に送料￥18,000を加えて売り渡し、合計額を掛け売上とした。なお、発送運賃￥18,000については現金で支払った。
 　　ア．現金 イ．売掛金 ウ．前払金 エ．前受金 オ．売上 カ．発送費 

11．X３年４月１日に利率年0.03％、利息は満期日（X４年３月31日）に受け取る条件でD銀行に預け入れた１年ものの定期預金￥16,800,000について、本日、満期となったため、元金と利息の合計を同銀行の普通預金口座に預け替えた。
 　　ア．当座預金A銀行 イ．普通預金B銀行 ウ．受取利息 エ．定期預金D銀行 オ．支払利息
カ．普通預金D銀行

 12．前期の決算において未収利息￥168,000を計上していたので、本日（当期首）、再振替仕訳を行った。 ア．前払利息 イ．未収利息 ウ．前受利息 エ．未払利息 オ．受取利息 カ．支払利息

 13．期首に不要になった車両運搬具（取得原価 ￥2,700,000、減価償却累計額 ￥2,699,999、間接法で記帳）を￥144,000で売却し、代金は来月入金されることになった。
 ア．売掛金 イ．未収入金 ウ．車輌運搬具 エ．固定資産売却損
 　　オ．固定資産売却益 カ．車輌運搬具減価償却累計額

 14．前期に得意先が倒産し、その際に売掛金￥480,000の貸倒れ処理を行っていたが、本日、得意先の清算に伴い￥120,000の分配を受け、普通預金口座に振り込まれた。なお、貸倒引当金勘定には￥192,000の残高がある。 
ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．貸倒引当金 エ．償却債権取立益 オ．貸倒損失 カ．貸倒引当金繰入 

15．事務作業に使用する物品を購入し、品物とともに次の請求書を受け取り、代金は後日支払うこととした。

請　求　書
株式会社広島商事御中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京橋事務機株式会社
	[bookmark: _Hlk153877296]品　　　　名
	数量
	単価
	金　　額

	オフィス用キャビネット　一式
	２
	￥600,000
	￥1,200,000

	配送料
	１
	￥72,000
	￥72,000

	据付費
	１
	￥48,000
	￥480,000

	
	合　計
	￥1,320,000


　　　　　×10年5月31日までに合計額を下記口座へお振込み下さい。
　　　　　　　ベネ銀行広島支店　普通　1234567　キョウバシジムキ（カ

1． 仮払金　イ．備品　ウ．買掛金　エ.未払金　オ．発送費　カ．支払手数料
★★３級　第１問対策　第6回★　（模範解答）
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（ ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。
 １．株式会社小町商事は増資を行うことになり、１株当たり￥120,000で株式を新たに200株発行し、出資者より当社の普通預金口座に払込金が振り込まれた。発行価額の全額を資本金とする。 
　　イ）普通預金　24,000,000　　/　　エ）資本金　　24,000,000

２．かねて貸方計上されていた現金過不足￥60,000の原因を調査したところ、同額の水道光熱費の支払いが二重計上されていることが判明した。
　　イ）現金過不足　60,000　　　/　　カ）水道光熱費　　60,000

３．商品￥720,000をクレジット払いの条件で販売するとともに、信販会社へのクレジット手数料（販売代金の５％）を計上した。
　　ア）クレジット売掛金　684,000　/　ウ）売　上　　　720,000
　　カ）支払手数料　　　　 36,000
 
４．高山株式会社は、株主総会で承認され未払い計上されていた株主への配当金を普通預金口座から支払った。なお、発行済み株式総数は6,400株であり、１株当たりの配当額は￥225である。
 　　ウ）未払配当金　　1,440,000　/　　イ）普通預金　1,440,000

５．オフィスとしてビルの１部屋を１か月の家賃￥288,000で賃借する契約を結び、１か月分の家賃、敷金（家賃２か月分）、および不動産業者への仲介手数料（家賃１か月分）を現金で支払った。
　オ）支払家賃　　288,000　　/　　ア）現　金　　1,152,000
　イ）差入保証金　576,000
　カ）支払手数料　288,000

６．銀行より￥480,000を借り入れ、同額の約束手形を振り出し、利息￥19,200を差し引かれた残額が普通預金口座に振り込まれた。
 　　 ア）普通預金 　460,800    /     エ）手形借入金　　480,000
　　  カ）支払利息    19,200

７．商品￥960,000を注文し、手付金として￥288,000を現金で支払った。
 　　ウ）前払金　　 288,000　 /　    ア）現 金　       288,000





８．収入印紙￥48,000、郵便切手￥4,320を購入し、いずれも費用として処理していたが、決算日に収入印紙￥12,000、 郵便切手￥1,440が未使用であることが判明したため、これらを貯蔵品勘定に振り替えることとした。
　　　ア）貯蔵品　　     13,440　 / 　エ）租税公課　     12,000 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　        イ）通信費　　      1,440

９．得意先から先月締めの掛代金￥1,968,000の回収として、振込手数料￥1,200（当社負担）を差し引かれた残額が当社の普通預金口座に振り込まれた。
 　　 イ）普通預金　　1,966,800　　/　ウ）売掛金　　  1,968,000
カ）支払手数料　　　1,200　
 
10．得意先石川商事株式会社に、商品￥840,000に送料￥18,000を加えて売り渡し、合計額を掛け売上とした。なお、発送運賃￥18,000については現金で支払った。
　　　イ）売掛金　      858,000　 /　 オ）売 上　    　858,000
　　　カ）発送費      　 18,000       ア）現 金　　     18,000
 
11．X３年４月１日に利率年0.03％、利息は満期日（X４年３月31日）に受け取る条件でD銀行に預け入れた１年ものの定期預金￥16,800,000について、本日、満期となったため、元金と利息の合計を同銀行の普通預金口座に預け替えた。
     カ）普通預金D銀行　16,805,040　/エ）定期預金D銀行  16,800,000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ）受取利息　 　　　　　 5,040

 12．前期の決算において未収利息￥168,000を計上していたので、本日（当期首）、再振替仕訳を行った。 オ）受取利息　　  168,000　/  　イ） 未収利息　　168,000

 13．期首に不要になった車両運搬具（取得原価 ￥2,700,000、減価償却累計額 ￥2,699,999、間接法で記帳）を￥144,000で売却し、代金は来月入金されることになった。
　　カ）車両運搬具減価償却累計額　2,699,999　/　ウ）車両運搬具　    2,700,000
　　イ）未収入金　　　　　　　　　 144,000      オ）固定資産売却益   143,999

 14．前期に得意先が倒産し、その際に売掛金￥480,000の貸倒れ処理を行っていたが、本日、得意先の清算に伴い￥120,000の分配を受け、普通預金口座に振り込まれた。なお、貸倒引当金勘定には￥192,000の残高がある。  
イ）普通預金　    120,000　/　   エ）償却債権取立益　　　120,000 

15．事務作業に使用する物品を購入し、品物とともに次の請求書を受け取り、代金は後日支払うこととした。
　　イ）備　品　　　1,320,000　/　　　エ）未払金　　　　　 1,320,000
３級　第１問対策　第7回★問題用紙
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案 用紙の（  ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 
１．前期の決算において、当座預金口座が当座借越￥120,000の状態となっていたので、当座借越勘定に振り替えていた。本日（当期首）、元の勘定への再振替仕訳を行う。 
ア．現金 イ．当座預金 ウ．普通預金 エ．定期預金 オ．貸付金 カ．当座借越

 ２．小口現金係から今週の支払明細について次の報告があり、ただちに同額の小切手を振り出して小口現金係に渡した。当社は、定額資金前渡制を採用している。鉄道乗車料金 ￥24,000 コピー用紙 ￥14,400 
ア．通信費 イ．現金過不足 ウ．消耗品費 エ．現金 オ．旅費交通費 カ．当座預金

 ３．さきに内容不明の入金として処理していた￥110,400の当座預金口座への入金は、得意先高知商店からの売掛金￥96,000の回収および得意先徳島商店から受け取った手付金￥14,400であることが判明した。
 ア．売掛金 イ．前払金 ウ．仮払金  エ．買掛金  オ．前受金  カ．仮受金

 ４．損益勘定の記録によると当期の収益総額は￥14,400,000で費用総額は￥15,600,000であった。この差額を繰越利益剰余金勘定へ振り替える。
 　　ア．資本金 イ．繰越利益剰余金 ウ．利益準備金 エ．売上 オ．仕入 カ．損益 

５．仕入先岐阜商事株式会社に注文していた商品￥480,000が入荷した。代金のうち20％は手付金としてあらかじめ支払済みであるため相殺し、残額は小切手を振り出して支払った。
 　　ア．現金  イ．当座預金  ウ．前払金  エ．支払手形  オ.前受金  カ．仕入

 ６．過日、現金の実際有高が帳簿残高より少なかったため、現金過不足で処理していた￥9,600の原因を、決算日において改めて調査した結果、水道光熱費￥14,400、受取手数料￥8,640の記入漏れが判明した。残額は原因が不明であったので、雑益または雑損として処理する。
 ア．受取手数料  イ.雑益  ウ.水道光熱費  エ.支払手数料  オ.雑損  カ.現金過不足

 ７．不用になった備品（取得原価￥336,000、減価償却累計額￥268,800、間接法で記帳）を期首に￥9,600で売却し、代金は月末に受け取ることとした。
 ア．未収入金 イ．備品 ウ．未払金 エ．備品減価償却累計額 オ．固定資産売却益 カ．固定資産売却損 

８．中間申告を行い、法人税￥7,257,600、事業税￥3,628,800、及び住民税￥2,073,600を現金で納付した。
 ア．現金  イ．仮払法人税等  ウ．仮払消費税等  エ．未払法人税等  オ．租税公課
 カ．法人税、住民税及び事業税

９．従業員にかかる健康保険料￥240,000を普通預金口座から納付した。このうち従業員負担分￥120,000は、社会保険料預り金からの支出であり、残額は会社負担分である。
 ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．所得税預り金 エ．社会保険料預り金 オ．給料 カ．法定福利費

10．従業員への給料の支払いにあたり、給料総額￥1,200,000のうち、本人負担の社会保険料￥165,600と所得税 ￥40,800、住民税￥60,000の源泉徴収分を差し引き、残額を普通預金口座より振り込んだ。 
ア．普通預金 イ．住民税預り金 ウ．所得税預り金 エ．社会保険料預り金 オ．給料 カ．法定福利費

11．事務用のオフィス機器￥720,000とコピー用紙￥4,800を購入し、代金の合計を普通預金口座から振り込んだ。
 　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．建物 エ．備品 オ．消耗品費 カ．通信費

12．得意先山口商店に期間６か月、年利率4.2％で￥1,200,000を借用証書にて貸し付けていたが、本日満期日のため利息とともに同店振出しの小切手で返済を受けたので、ただちに当座預金に預け入れた。
 　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．貸付金 エ．借入金 オ．受取利息 カ．支払利息

13．商品￥360,000を販売し、代金のうち￥240,000は信販会社が発行している商品券で受け取り、残額は現金で受け取った。 
ア．現金 イ．当座預金 ウ．売掛金 エ．受取商品券 オ．売上 カ．仕入

14．収入印紙￥14,400と郵便切手￥4,800を購入し、現金を支払った。なお、これらはすぐに使用した。 ア．現金 イ．普通預金 ウ．貯蔵品 エ．通信費 オ．消耗品費 カ．租税公課 

15．株式会社鹿児島商事に商品を売り上げ、品物とともに次の納品書兼請求書を発送し、代金は掛けとした。なお、消費税については、税抜方式で記帳する。

納品書 兼 請求書
 株式会社浜田商事 御中　　　　    　　 X10年６月25日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口商事株式会社
	品　　　　名
	数量
	単価
	金　　額

	　甲　商品
	160
	1,500
	￥240,000

	　乙　商品
	240
	1,800
	￥384,000

	
	消費税
	\62,400

	
	合　計
	\686,400


X10年７月25日までに合計額を下記口座にお振り込みください。 
〇×銀行広島支店 普通 1234567 ヤマグチシヨウジ（カ

 　　　　ア．売掛金 イ．仮払消費税 ウ．買掛金 エ．仮受消費税 オ．売上 カ．仕入
３級　第１問対策　第7回★（模範解答）（１６３回）
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案 用紙の（ 　）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 
１．前期の決算において、当座預金口座が当座借越￥120,000の状態となっていたので、当座借越勘定に振り替えていた。本日（当期首）、元の勘定への再振替仕訳を行う。 
カ）当座借越　120,000　　　/　イ）当座預金　120,000

２．小口現金係から今週の支払明細について次の報告があり、ただちに同額の小切手を振り出して小口現金係に渡した。当社は、定額資金前渡制を採用している。鉄道乗車料金 ￥24,000 コピー用紙 ￥14,400 
オ）旅費交通費　24,000　　/ 　カ）当座預金　 38,400
ウ）消耗品費　　14,400　

３．さきに内容不明の入金として処理していた￥110,400の当座預金口座への入金は、得意先高知商店からの売掛金￥96,000の回収および得意先徳島商店から受け取った手付金￥14,400であることが判明した。
 カ）仮受金 　110,400  　/　 ア）売掛金　   96,000
オ) 前受金   　14,400

４．損益勘定の記録によると当期の収益総額は￥14,400,000で費用総額は￥15,600,000であった。この差額を繰越利益剰余金勘定へ振り替える。
 　　イ）繰越利益剰余金　1,200,000　/　カ）損益　1,200,000

５．仕入先岐阜商事株式会社に注文していた商品￥480,000が入荷した。代金のうち20％は手付金としてあらかじめ支払済みであるため相殺し、残額は小切手を振り出して支払った。
 　　カ）仕入　　480,000  　/　　ウ）前払金　    96,000
イ）当座預金　 384,000

６．過日、現金の実際有高が帳簿残高より少なかったため、現金過不足で処理していた￥9,600の原因を、決算日において改めて調査した結果、水道光熱費￥14,400、受取手数料￥8,640の記入漏れが判明した。残額は原因が不明であったので、雑益または雑損として処理する。
  ウ）水道光熱費　　14,400　/　カ）現金過不足　　9,600
オ）雑損　　　　 　3,840　 　ア）受取手数料　　8,640

７．不用になった備品（取得原価￥336,000、減価償却累計額￥268,800、間接法で記帳）を期首に￥9,600で売却し、代金は月末に受け取ることとした。
エ）備品減価償却累計額　268,800　/　イ）備品　　　336,000
ア）未収入金　　　　　　　9,600
カ）固定資産売却損　　 　57,600
８．中間申告を行い、法人税￥7,257,600、事業税￥3,628,800、及び住民税￥2,073,600を現金で納付した。    イ）仮払法人税等　12,960,000　　ア）現金　　　　12,960,000

９．従業員にかかる健康保険料￥240,000を普通預金口座から納付した。このうち従業員負担分￥120,000は、社会保険料預り金からの支出であり、残額は会社負担分である。
 　エ）社会保険料預り金　120,000　　/　イ）普通預金　　　240,000
カ）法定福利費　　　　120,000　　

10．従業員への給料の支払いにあたり、給料総額￥1,200,000のうち、本人負担の社会保険料￥165,600と所得税 ￥40,800、住民税￥60,000の源泉徴収分を差し引き、残額を普通預金口座より振り込んだ。 
オ）給料　　　1,200,000　　/　エ）社会保険料預り金　165,600
ウ）所得税預り金 　　　40,800
イ）住民税預り金 　　　60,000
ア）普通預金　 　 　　933,600

11．事務用のオフィス機器￥720,000とコピー用紙￥4,800を購入し、代金の合計を普通預金口座から振り込んだ。
 　   エ）備品　　　720,000　　/　イ）普通預金　　724,800
オ）消耗品費　  4,800

12．得意先山口商店に期間６か月、年利率4.2％で￥1,200,000を借用証書にて貸し付けていたが、本日満期日のため利息とともに同店振出しの小切手で返済を受けたので、ただちに当座預金に預け入れた。
ア）当座預金　　1,225,200　　/　ウ）貸付金　　　1,200,000
オ）受取利息　　 　25,200

13．商品￥360,000を販売し、代金のうち￥240,000は信販会社が発行している商品券で受け取り、残額は現金で受け取った。 
エ）受取商品券　　240,000  　/　オ）売上　　　360,000
ア）現金　　　　　120,000

14．収入印紙￥14,400と郵便切手￥4,800を購入し、現金を支払った。なお、これらはすぐに使用した。 カ）租税公課     　14,400  　/　ア）現金　   　19,200
エ）通信費　　      4,800

15．株式会社鹿児島商事に商品を売り上げ、品物とともに次の納品書兼請求書を発送し、代金は掛けとした。なお、消費税については、税抜方式で記帳する。
    ア）売掛金　    　686,400 　/　オ）売　上　　 624,000
　　　　　　　　　　　　　　　     エ）仮受消費税　62,400
★３級　第１問対策　第8回★問題用紙
第１問 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（　）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 １．郵便局で、郵便切手￥14,400を現金購入するとともに、店舗の固定資産税￥90,300を現金納付した。　　
なお、郵便切手はすぐに使用した。 
ア．支払家賃 イ．通信費 ウ．受取手形 エ．租税公課 オ．支払手数料 カ．現金

２．消費税の確定申告を行い、未払い計上されていた消費税￥462,000を普通預金口座から納付した。 
ア．仕入 イ．売上 ウ．仮受消費税 エ．未払消費税 オ．仮払消費税 カ．普通預金

３．四国株式会社は、会社の設立にあたり、株式5,600株を１株当たり￥1,740で発行し、払込金額は普通預金とした。
 　　ア．資本金 イ．損益 ウ．利益準備金 エ．普通預金 オ．繰越利益剰余金 カ．借入金 

４．東海株式会社は、株主総会で承認され未払い計上されていた株主への配当金を普通預金口座から支払った。なお、発行済み株式総数は5,600株であり、1株当たりの配当額は￥180である。
 ア．借入金 イ．普通預金 ウ．利益準備金 エ．資本金 オ．未払配当金 カ．当座預金 

５．社会保険科について、かねて源泉徴収した従業員負担分￥94,500と当社負担分￥94,500の合計額を普通預金口座から納付した。
 ア．租税公課 イ．従業員立替金 ウ．給料 エ．普通預金 オ．法定福利費 カ．社会保険料預り金

６．商品￥172,200（送料込み）を販売し、代金は掛けとした，また、同時に配送業者へこの商品を引き渡し、送料￥4,200（費用処理する）は月末に支払うこととした。
 　ア．売上 イ．未収入金 ウ．未払金 エ．現金 オ．発送費 カ．売掛金 

７．銀行から￥2,100,000を借り入れ、同額の約束手形を振り出し、利息￥16,800を差し引かれた額が当社の当座預金口座に振り込まれた。 
ア．当座預金 イ．受取利息 ウ．手形借入金 エ．手形貸付金 オ．支払手形 カ．支払利息

８．東日本株式会社に対する売掛金￥987,000について、取引銀行から電子記録債権の発生記録の通知を受けた。 
ア．電子記録債権 イ．受取手形 ウ．売掛金 エ．買掛金 オ．支払手形 カ．電子記録債務





９．商品￥73,500を売り上げ、代金のうち￥21,000は現金で受け取り、残額は掛けとした取引について、入金伝票を次のように作成したとき、振替伝票に記入される仕訳を答えなさい。なお、３伝票制を採用しており、商品売買の記帳は３分法によっている。
入 金 伝 票　　　
Ｘ10年６月10日 
（売掛金） 21,000 
ア．売上 イ．買掛金 ウ．普通預金 エ．仕入 オ．現金 カ．売掛金

10．決算において、売上勘定の貸方残高を損益勘定に振り替えた。なお、当期の総売上高は￥9,702,000、売上戻り高は￥168,000であり、いずれも売上勘定に転記されている。
 　　ア．利益準備金 イ．損益 ウ．雑益 エ．売掛金 オ．買掛金 カ．売上

 11．商品￥672,000（税抜価格）を仕入れ、代金は10％の消費税を含めて掛けとした。なお、消費税は税抜方式で処理する。
 　　ア．買掛金 イ．仮払消費税 ウ．仮受消費税 エ．売掛金 オ．売上 カ．仕入

12．前期に貸倒処理した大日本株式会社に対する売掛金￥735,000のうち￥371,700を回収し、回収額が普通預金口座に振り込まれた。
 ア．貸倒損失 イ．貸倒引当金繰入 ウ．普通預金 エ．受取手数料 オ．売掛金 カ．償却債権取立益

13．かねて貸方計上されていた現金過不足￥17,850の原因を調査したところ、同額の水道光熱費の支払いが二重記帳されていることが判明した。 
ア．仮払金 イ．現金過不足 ウ．雑損 エ．現金 オ．雑益 カ．水道光熱費

14．建物￥3,150,000および土地￥8,400,000を購入し、売買手数料（それぞれの代金の３％）を加えた総額を当座預金口座から支払い、建物および土地の引渡しを受けた。
 　　ア．支払地代 イ．建物 ウ．支払手数料 エ．未払金 オ．当座預金 カ．土地

15．本日の売上集計は次のとおりである。合計額のうち￥1,245,300は現金決済、残額はクレジット決済である。なお、クレジット会社への手数料（クレジット決済額の３％)も計上する。
 　　ア．支払手数料 イ．現金 ウ．買掛金 エ．売上 オ．受取手数料 カ．クレジット売掛金
 　　　　　　　　　　　　　　　      　売 上 集 計 表
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X９年11月20日
	品　名
	数　量
	単　価
	金　額

	商品甲
	520
	945
	491,400

	商品乙
	380
	1,680
	638,400

	商品丙
	690
	1,050
	724,500

	
	合　　計
	1,854,300


★３級　第１問対策　第8回★模範解答
第１問 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（ ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 １．郵便局で、郵便切手￥14,400を現金購入するとともに、店舗の固定資産税￥90,300を現金納付した。　　
なお、郵便切手はすぐに使用した。 
イ）通信費　　14,400　/　カ）　現金　　 104,700
エ）租税公課　90,300　　

２．消費税の確定申告を行い、未払い計上されていた消費税￥462,000を普通預金口座から納付した。 
エ）未払消費税　462,000　/　カ）  普通預金　462,000

３．四国株式会社は、会社の設立にあたり、株式5,600株を１株当たり￥1,740で発行し、払込金額は普通預金とした。
 　　エ）普通預金　　9,744,000    　/　ア）資本金　　9,744,000
 
４．東海株式会社は、株主総会で承認され未払い計上されていた株主への配当金を普通預金口座から支払った。なお、発行済み株式総数は5,600株であり、1株当たりの配当額は￥180である。
オ）未払配当金　　1,008,000 　/　イ）普通預金　1,008,000

５．社会保険科について、かねて源泉徴収した従業員負担分￥94,500と当社負担分￥94,500の合計額を普通預金口座から納付した。
カ）社会保険料預り金　94,500　/　エ）普通預金　189,000
オ）法定福利費　　　　94,500

６．商品￥172,200（送料込み）を販売し、代金は掛けとした，また、同時に配送業者へこの商品を引き渡し、送料￥4,200（費用処理する）は月末に支払うこととした。
 　　　カ）売掛金　      　172,200　/　ア）売上　 　172,200
オ）発送費　　        4,200     ウ）未払金　 　4,200
 
７．銀行から￥2,100,000を借り入れ、同額の約束手形を振り出し、利息￥16,800を差し引かれた額が当社の当座預金口座に振り込まれた。 
ア）当座預金　　2,083,200 　/　ウ）手形借入金　2,100,000
カ）支払利息　　　16,800

８．東日本株式会社に対する売掛金￥987,000について、取引銀行から電子記録債権の発生記録の通知を受けた。 
ア）電子記録債権　　987,000　/　ウ）売掛金　　987,000

９．商品￥73,500を売り上げ、代金のうち￥21,000は現金で受け取り、残額は掛けとした取引について、入金伝票を次のように作成したとき、振替伝票に記入される仕訳を答えなさい。なお、３伝票制を採用しており、商品売買の記帳は３分法によっている。 
カ）売掛金   　73,500　 /　 ア）売上　73,500

10．決算において、売上勘定の貸方残高を損益勘定に振り替えた。なお、当期の総売上高は￥9,702,000、売上戻り高は￥168,000であり、いずれも売上勘定に転記されている。
 　　カ）売上　　9,534,000　/ 　イ）損益　　9,534,000

11．商品￥672,000（税抜価格）を仕入れ、代金は10％の消費税を含めて掛けとした。なお、消費税は税抜方式で処理する。
 　　カ）仕　入　　　672,000　　/　ア）買掛金　　739,200
イ）仮払消費税　 67,200

12．前期に貸倒処理した大日本株式会社に対する売掛金￥735,000のうち￥371,700を回収し、回収額が普通預金口座に振り込まれた。
  　　ウ）普通預金　　371,700　　/　カ）償却債権取立益　　371,700

13．かねて貸方計上されていた現金過不足￥17,850の原因を調査したところ、同額の水道光熱費の支払いが二重記帳されていることが判明した。 
イ）現金過不足　17,850　/　カ）水道光熱費　17,850

14．建物￥3,150,000および土地￥8,400,000を購入し、売買手数料（それぞれの代金の３％）を加えた総額を当座預金口座から支払い、建物および土地の引渡しを受けた。
 　　イ）建物　　　3,244,500　/　オ）当座預金　　11,896,500
　　 カ）土地　　　8,652,000

15．本日の売上集計は次のとおりである。合計額のうち￥1,245,300は現金決済、残額はクレジット決済である。なお、クレジット会社への手数料（クレジット決済額の３％)も計上する。
 　　
　　　イ）現　　　金　　　 1,245,300　　/　エ）売上　1,854,300
　　　ア）支払手数料　　　　  18,270
　　　カ）クレジット売掛金 　590,730





３級　第１問対策　第9回★
第１問 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（  ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 １．本日（期首）、前期末に計上した当座借越￥987,000を当座預金勘定に振り戻した。なお、当社は取　　
引銀行と借越限度額￥2,000,000の当座借越契約を締結している。
 　　ア．貯蔵品 イ．現金 ウ．当座借越 エ．現金過不足 オ．未払金 カ．当座預金

２．中部株式会社に商品￥735,000を売り上げ、代金のうち￥147,000は注文時に受け取った手付金と相殺し、残額は掛けとした。
 　　ア．前払金 イ．仮受金 ウ．売上 エ．前受金 オ．売掛金 カ．仮払金 

３．現金の帳簿残高が実際有高より￥12,600少なかったので、不一致の原因を調査することにした。
 　　ア．雑損 イ．現金過不足 ウ．未払金 エ．雑益 オ．現金 カ．未収入金

４．かねて受け取っていた北陸株式会社振出しの約束手形￥1,113,000の満期日になり、同額が当座預金口座に振り込まれた。
 　　ア．普通預金 イ．支払手形 ウ．仕入 エ．当座預金 オ．売上 カ．受取手形

５．四国株式会社に対する買掛金￥735,000について、電子記録債務の発生記録の請求を行った。
 ア．売掛金 イ．受取手形 ウ．買掛金 エ．電子記録債権 オ．支払手形 カ．電子記録債務 

６．建物の改修と修繕を行い、代金￥1,680,000は来月末に支払うこととした。このうち￥525,000は改良（資本的支出）であり、残額は定期的な修繕（収益的支出）である。
 　　ア．資本金 イ．未収入金 ウ．修繕費 エ．支払家賃 オ．未払金 カ．建物

７．東北株式会社から商品￥199,500を仕入れ、代金のうち￥31,500は注文時に支払った手付金と相殺し、残額は掛けとした。なお、当社負担の引取運賃￥4,200は現金で支払った。
 　　ア．前払金 イ．買掛金 ウ．前受金 エ．仕入 オ．現金 カ．仮払金

８．期首に際して、前期末に費用勘定から貯蔵品勘定に振り替えていた郵便切手￥16,800と収入印紙￥42,000について、適切な勘定科目に振り戻した。
 　　ア．旅費交通費 イ．支払手数料 ウ．貯蔵品 エ．通信費 オ．租税公課 カ．普通預金

９．定時株主総会を開催し、繰越利益剰余金￥4,200,000の一部を次のとおり処分することが承認された。 株主配当金：￥525,000 利益準備金の積立て：￥ 52,500 
ア．現金 イ．普通預金 ウ．未払配当金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．繰越利益剰余金 


10．得意先に対する売掛金（前期販売分）￥117,600が貸し倒れた。なお、貸倒引当金の残高は￥147,000である。
 ア．償却債権取立益 イ．貸倒損失 ウ．貸倒引当金戻入 エ．売掛金 オ．貸倒引当金繰入 カ．貸倒引当金 

11．関西株式会社に対する貸付金￥2,100,000の満期日になったため、元利合計が普通預金口座に振り込まれた。なお、貸付けの年利率は1.2％、貸付期間は４か月間であり、利息は月割計算する。
 　　ア．普通預金 イ．受取手数料 ウ．貸付金 エ．支払利息 オ．借入金 カ．受取利息 

12．期首に、不用になった車両運搬具（取得原価￥1,500,000、減価償却累計額￥1,499,999、間接法で記帳）を￥258,000で売却し、代金は現金で受け取った。
 　　ア．現金 イ．車両運搬具減価償却累計額 ウ．減価償却費 エ．固定資産売却損
 オ．固定資産売却益 カ．車両運搬具

13．商品￥588,000（本体価格）を売り上げ、代金は10％の消費税を含めて掛けとした。なお、消費税は税抜方式で処理する。
 ア．仮受消費税 イ．仕入 ウ．売掛金 エ．売上 オ．仮払消費税 カ．買掛金 

14．店舗用の不動産を賃借する契約を締結し、保証金（敷金）￥1,050,000、不動産会社への手数料￥525,000および当月の家賃￥525,000を普通預金口座から支払った。
 ア．差入保証金 イ．受取手数料 ウ．前払金 エ．支払家賃 オ．普通預金 カ．支払手数料

15．事務作業に使用する物品を購入し、品物とともに次の請求書を受け取り、代金は後日支払うこととした。

請　求　書
 　　　　　　　株式会社札幌商事 御中 　　　　　　　　函館事務機株式会社
	品　名
	数　量
	単　価
	金　額

	資料用書棚一式
	３
	420,000
	1,260,000

	配送料
	１
	100,800
	100,800

	据付費
	
	67,200
	67,200

	
	合　　計
	1,428,000


X11年５月31日までに合計額を下記口座へお振り込み下さい。
 　　　　　　　　メガ銀行広島支店 普通 1234567 　ハコダテジムキ（カ
 
ア．仮払金 イ．備品 ウ．買掛金 エ．未払金 オ．発送費 カ．支払手数料



３級　第１問対策　第9回★　模範解答
第１問 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案 用紙の（ ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 １．本日（期首）、前期末に計上した当座借越￥987,000を当座預金勘定に振り戻した。なお、当社は取　　
引銀行と借越限度額￥2,000,000の当座借越契約を締結している。
 　　　　ウ）当座借越　９８７，０００　　　カ）当座預金　９８７，０００
２．中部株式会社に商品￥735,000を売り上げ、代金のうち￥147,000は注文時に受け取った手付金と相殺し、残額は掛けとした。
 　　　　エ）前受金　　１４７，０００　　　ウ）売　上　　７３５，０００
オ）売掛金　　５８８，０００　　　 
３．現金の帳簿残高が実際有高より￥12,600少なかったので、不一致の原因を調査することにした。
 　　　　　オ）現金　　　１２，６００　　　イ）現金過不足　１２，６００
４．かねて受け取っていた北陸株式会社振出しの約束手形￥1,113,000の満期日になり、同額が当座預金口座に振り込まれた。
 　　　　　エ）当座預金　１，１１３，０００　  カ）受取手形　   １，１１３，０００
５．四国株式会社に対する買掛金￥735,000について、電子記録債務の発生記録の請求を行った。
　　　　　 ウ）買掛金　      ７３５，０００　　カ）電子記録債務　　７３５，０００
６．建物の改修と修繕を行い、代金￥1,680,000は来月末に支払うこととした。このうち￥525,000は改良（資本的支出）であり、残額は定期的な修繕（収益的支出）である。
 　         カ）建物　　　　５２５，０００　　　オ）未払金　　１，６８０，０００　　
　　　　　　ウ）修繕費　１，１５５，０００
７．東北株式会社から商品￥199,500を仕入れ、代金のうち￥31,500は注文時に支払った手付金と相殺し、残額は掛けとした。なお、当社負担の引取運賃￥4,200は現金で支払った。
 　 　　　　エ）仕入　　２０３，７００　　　　ア）前払金　　　３１，５００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ）買掛金　　１６８，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ）現金　　　　　４，２００
８．期首に際して、前期末に費用勘定から貯蔵品勘定に振り替えていた郵便切手￥16,800と収入印紙￥42,000について、適切な勘定科目に振り戻した。
エ）通信費　  １６，８００   　　　ウ）貯蔵品　　５８，８００
オ）租税公課　４２，０００ 　
９．定時株主総会を開催し、繰越利益剰余金￥4,200,000の一部を次のとおり処分することが承認された。 株主配当金：￥525,000 利益準備金の積立て：￥ 52,500 
カ）繰越利益剰余金　　５７７，５００　ウ）未払配当金　　　５２５，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ）利益準備金　　　　５２，５００




10．得意先に対する売掛金（前期販売分）￥117,600が貸し倒れた。なお、貸倒引当金の残高は￥147,000である。
カ）貸倒引当金　　１１７，６００　　　エ）売掛金　１１７，６００
11．関西株式会社に対する貸付金￥2,100,000の満期日になったため、元利合計が普通預金口座に振り込まれた。なお、貸付けの年利率は1.2％、貸付期間は４か月間であり、利息は月割計算する。
ア）普通預金　　２，１０８，４００　　ウ）貸付金　　２，１００，０００
カ）受取利息　　　　　８，４００
12．期首に、不用になった車両運搬具（取得原価￥1,500,000、減価償却累計額￥1,499,999、間接法で記帳）を￥258,000で売却し、代金は現金で受け取った。
        イ）車両減価償却累計額　１，４９９，９９９　　カ）車両運搬具　　　１，５００，０００
　　　　ア）現金　　　　　　　　　　２５８，０００　　オ）固定資産売却益　　　２５７，９９９
13．商品￥588,000（本体価格）を売り上げ、代金は10％の消費税を含めて掛けとした。なお、消費税は税抜方式で処理する。
 　　　ウ）売掛金　　　　６４６，８００　　　エ）売上　　　　５８８，０００　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ア）仮受消費税　　５８，８００
14．店舗用の不動産を賃借する契約を締結し、保証金（敷金）￥1,050,000、不動産会社への手数料￥525,000および当月の家賃￥525,000を普通預金口座から支払った。
　　　　　ア）差入保証金　　１，０５０，０００　　オ）普通預金　　２，１００，０００
　　　　　カ）支払手数料　　　　５２５，０００
　　　　　エ）支払家賃　　　　　５２５，０００
15．事務作業に使用する物品を購入し、品物とともに次の請求書を受け取り、代金は後日支払うこととした。

請　求　書
 　　　　　　　株式会社札幌商事 御中 　　　　　　　　函館事務機株式会社
	品　名
	数　量
	単　価
	金　額

	資料用書棚一式
	３
	420,000
	1,260,000

	配送料
	１
	100,800
	100,800

	据付費
	
	67,200
	67,200

	
	合　　計
	1,428,000


X11年５月31日までに合計額を下記口座へお振り込み下さい。
 　　　　　　　　メガ銀行広島支店 普通 1234567 　ハコダテジムキ（カ
 
イ）備品　　１，４２８，０００　　エ）未払金　　１，４２８，０００




★３級　第１問対策　第10回★
 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（　 ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。
１．得意先に対する売掛金￥1,350,000について、電子債権記録機関から取引銀行を通じて電子記録債権の発生記録の通知を受けた。
 　　ア．売掛金 イ．電子記録債権 ウ．買掛金 エ．電子記録債務 オ．売上 カ．仕入

２．１株当たり￥450,000で10株の株式を発行し、合計￥4,500,000の払込みを受けて株式会社を設立した。払込金はすべて普通預金口座に預け入れられた。 
ア．現金 イ．当座預金 ウ．普通預金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．繰越利益剰余金 

３．店舗にかかる固定資産税の第２期分￥54,000を銀行にて現金で納付した。 
ア．現金 イ．建物 ウ．土地 エ．受取家賃 オ．租税公課 カ．支払家賃

４．得意先宮崎商店の倒産により、同店に対する売掛金（前期販売分）￥117,000が貸倒れとなった。なお、貸倒引当金の残高は￥45,000である。
 　　ア．売掛金 イ．買掛金 ウ．貸倒引当金 エ．売上 オ．仕入 カ．貸倒損失 

５．決算日につき、消費税の処理（税抜方式）を行う。決算日における仮払消費税勘定の残高は￥2,610,000、仮受消費税勘定の残高は￥3,150,000である。
 ア．現金 イ．普通預金 ウ．仮払消費税 エ．仮受消費税 オ．未払消費税 カ．租税公課 

６．長野商店に、商品￥450,000を売り上げ、送料￥9,000を含めた￥459,000を掛けとした。また、商品の発送時に、配送業者に送料￥9,000を現金で支払い、費用として処理した。
 　　ア．現金 イ．売掛金 ウ．買掛金 エ．売上 オ．仕入 カ．発送費

７．仕入勘定において算定された売上原価￥1,260,000を損益勘定へ振り替えた。
　　ア．現金 イ．繰越商品 ウ．繰越利益剰余金 エ．売上 オ．仕入 カ．損益 

８．商品￥900,000を売り上げ、代金のうち￥225,000は現金で受け取り、残額は掛けとした。そこで、入金伝票を次のように作成したとき、振替伝票に記入される仕訳を示しなさい。なお、３伝票制を採用している。 
	入　金　伝　票

	科　　目
	金　額

	売　掛　金
	225,000



 ア．現金 イ．普通預金 ウ．売掛金 エ．買掛金 オ．売上 カ．仕入  

９．鹿児島商店から掛けで仕入れていた商品￥720,000のうち、￥315,000が品違いのため返品をした。この分は同店に対する掛け代金より差し引かれた。
 ア．現金 イ．普通預金 ウ．売掛金 エ．買掛金 オ．売上 カ．仕入 

10．従業員の給料から控除していた社会保険料￥5,400と会社負担の社会保険料￥5,400を合わせて現金で納付した。
 　　　ア．現金 イ．普通預金 ウ．社会保険料預り金 エ．給料 オ．法定福利費 カ．租税公課 

11．土地付き建物￥13,500,000（うち建物￥4,500,000、土地￥9,000,000）を購入し、売買手数料（それぞれの代金の３％）を加えた総額を普通預金口座から振り込むとともに引渡しを受けた。 
ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．建物 エ．土地 オ．修繕費 カ．支払手数料

12．借入金（元金均等返済）の今月返済分の元本￥810,000および利息（各自計算）が普通預金口座から引き落とされた。利息の引落額は未返済の元本￥4,050,000に利率年3.65％を適用し、30日分の日割計算（１年を365日とする）した額である。
 　　　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．貸付金 エ．借入金 オ．受取利息 カ．支払利息

13．建物の改築と修繕を行い、代金￥13,500,000を普通預金口座から支払った。支出額のうち資本的支出は￥10,800,000であり、収益的支出は￥2,700,000である。
 　　ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．建物 エ．建物減価償却累計額 オ．修繕費 カ．減価償却費

14．株主総会を開催し、繰越利益剰余金の処分を次のとおり決定した。
株主配当金：￥225,000 利益準備金：￥22,500
 ア．普通預金 イ．未払配当金 ウ．資本金 エ．利益準備金 オ．繰越利益剰余金 カ．損益 

15．従業員が出張から戻り、下記の報告書および領収書を提出したので、本日、全額を費用として処理した。旅費交通費等報告書記載の金額は、その全額を従業員が立て替えて支払っており、月末に従業員に支払うこととした。なお、電車運賃は領収書なしでも費用計上することにしている。

　　　　 　　　旅費交通費等報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領収書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島花子　　　　　　　京橋商事
	移 動 先
	手 段 等
	領収書
	　金額

	嬉野商店
	　電車
	無
	9,000

	隠れ家荘
	宿泊
	有
	36,000

	帰    社　
	電車
	無
	9,000

	
	合　　　計
	54,000


	　　広島花子様	

　　　　　　　　金　36,000円
　　　　　　　　但し、宿泊費として
　　　　　　　　　　　　　旅館　隠れ家荘

ア．現金 イ．未収入金 ウ．未払金 エ．通信費 オ．旅費交通費 カ．立替金
★３級　第１問対策　第10回★　模範解答
 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用紙の（　 ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。
１．得意先に対する売掛金￥1,350,000について、電子債権記録機関から取引銀行を通じて電子記録債権の発生記録の通知を受けた。
 　　　　　イ）電子記録債権　１，３５０，０００　　ア）売掛金　　１，３５０，０００
２．１株当たり￥450,000で10株の株式を発行し、合計￥4,500,000の払込みを受けて株式会社を設立した。払込金はすべて普通預金口座に預け入れられた。 
ウ）普通預金　　４，５００，０００　　　エ）資本金　　４，５００，０００ 
３．店舗にかかる固定資産税の第２期分￥54,000を銀行にて現金で納付した。 
オ）租税公課　　　　　５４，０００　　　ア）現金　　　　　５４，０００
４．得意先宮崎商店の倒産により、同店に対する売掛金（前期販売分）￥117,000が貸倒れとなった。なお、貸倒引当金の残高は￥45,000である。
 　　　　　ウ）貸倒引当金　　　　４５，０００　　　　ア）売掛金　　　１１７，０００
カ）貸倒損失　　　　　７２，０００
５．決算日につき、消費税の処理（税抜方式）を行う。決算日における仮払消費税勘定の残高は￥2,610,000、仮受消費税勘定の残高は￥3,150,000である。
エ）仮受消費税　　３，１５０，０００　　　ウ）仮払消費税　２，６１０，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ）未払消費税　　　５４０，０００
６．長野商店に、商品￥450,000を売り上げ、送料￥9,000を含めた￥459,000を掛けとした。また、商品の発送時に、配送業者に送料￥9,000を現金で支払い、費用として処理した。
 　　 　　イ）売掛金　　　　４５９，０００　　　　　　エ）売上　４５９，０００
　　　　　カ）発送費　　　　　　９，０００　　　　　　ア）現金　　　９，０００
７．仕入勘定において算定された売上原価￥1,260,000を損益勘定へ振り替えた。
　　ア．現金 イ．繰越商品 ウ．繰越利益剰余金 エ．売上 オ．仕入 カ．損益 
          カ）損益　　　　１，２６０，０００　　オ）仕入　　１，２６０，０００
８．商品￥900,000を売り上げ、代金のうち￥225,000は現金で受け取り、残額は掛けとした。そこで、入金伝票を次のように作成したとき、振替伝票に記入される仕訳を示しなさい。なお、３伝票制を採用している。 
	入　金　伝　票

	科　　目
	金　額

	売　掛　金
	225,000



ウ）売掛金　　９００，０００　　　　　オ）売上　　９００，０００



 
９．鹿児島商店から掛けで仕入れていた商品￥720,000のうち、￥315,000が品違いのため返品をした。この分は同店に対する掛け代金より差し引かれた。
 　　エ）買掛金　　３１５，０００　　カ）仕入　　３１５，０００ 
10．従業員の給料から控除していた社会保険料￥5,400と会社負担の社会保険料￥5,400を合わせて現金で納付した。
ウ）社会保険料預り金　５，４００　　　ア）現金　　１０，８００
オ）法定福利費　　　　５，４００　　
11．土地付き建物￥13,500,000（うち建物￥4,500,000、土地￥9,000,000）を購入し、売買手数料（それぞれの代金の３％）を加えた総額を普通預金口座から振り込むとともに引渡しを受けた。 
ウ）建物　　　４，６３５，０００　　イ）普通預金　　１３，９０５，０００
エ）土地　　　９，２７０，０００　　
12．借入金（元金均等返済）の今月返済分の元本￥810,000および利息（各自計算）が普通預金口座から引き落とされた。利息の引落額は未返済の元本￥4,050,000に利率年3.65％を適用し、30日分の日割計算（１年を365日とする）した額である。
 　　　　　　エ）借入金　　８１０，０００　　　イ）普通預金　　８１２，４３０
　　　　　 　カ）支払利息　　　２，４３０
13．建物の改築と修繕を行い、代金￥13,500,000を普通預金口座から支払った。支出額のうち資本的支出は￥10,800,000であり、収益的支出は￥2,700,000である。
 　　　　　　ウ）建物　　１０，８００，０００　　イ）普通預金　　１３，５００，０００
オ）修繕費　　２，７００，０００　　
14．株主総会を開催し、繰越利益剰余金の処分を次のとおり決定した。
 株主配当金：￥225,000 利益準備金：￥22,500
        オ）繰越利益剰余金　　２４７，５００　イ）未払配当金　　２２５，０００
エ）利益準備金　　　２２，５００
15．従業員が出張から戻り、下記の報告書および領収書を提出したので、本日、全額を費用として処理した。旅費交通費等報告書記載の金額は、その全額を従業員が立て替えて支払っており、月末に従業員に支払うこととした。なお、電車運賃は領収書なしでも費用計上することにしている。

　　　　　　　旅費交通費等報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　領収書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島花子　　　　　　　京橋商事
	移 動 先
	手 段 等
	領収書
	　金額

	嬉野商店
	　電車
	無
	9,000

	隠れ家荘
	宿泊
	有
	36,000

	帰    社　
	電車
	無
	9,000

	
	合　　　計
	54,000


	　　広島花子様	

　　　　　　　　金　36,000円
　　　　　　　　但し、宿泊費として
　　　　　　　　　　　　　旅館　隠れ家荘

 オ）旅費交通費　５４，０００　　　　ウ）未払金　５４，０００

